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エリアトピック

データ分析

周遊機会の
創出

移動手段の
構築

 多機能マップ（MaaS・観光施設情報・スタンプラリー）を駆使し観光施策を通じて、よみうりランドや東京ジャイアンツタウンをはじめとするエリア来訪者を市
内で周遊させ、消費する仕組みを構築する。

 実施する施策からデータを取得し、現状把握から効果検証まで、データ分析に基づいて施策を推進し、持続可能な観光DXを推進する。

⇒プロジェクトの概要について記述

公民連携×スマート観光で実現する
稲城市の地域活性化プロジェクト

稲城市
（矢野口(南山)エリア）

事業主体：稲城市

プロジェクト名

※支援期間：交付決定の日から令和10年3月31日まで
観光事業を地域社会・経済の好循環を生む原動力としていくことを目指す

目的・概要

【推進体制】
<構成メンバー>

産：読売巨人軍、よみうりランド、
稲城市観光協会
官：稲城市

取組

地域課題

 市内の地域経済循環率は66.3％、民間消費の支出流出入率は-36.0％（全国1,741自治体中1,654位）である※１ 。
 これは市民の消費活動が市外で行われている傾向が強く、市内の地域経済が不活性化の状況を意味し、課題と認識。
 特に商店街での経済不活性化が顕著であり、対策が求められている。

※1：地域経済分析システム「RESAS」

周遊向上のための基礎調査

官民連携イベント

★ポケパーク カントー OPEN
★東京ジャイアンツタウン 

グランドOPEN

デジタルスタンプラリー

データの分析

市民、来訪者
アンケート

市民、来訪者
アンケート

市民、来訪者
アンケート

映像データ収集

サイクルスポットの新設・増設

多言語対応 バスのMaaS対応

企画調整

企画調整

デジタル
スタンプラリー サイクルスポット増設

データ分析

アンケート
映像データ

効果検証
企画検討

持続可能な
観光DXへ

回遊性向上

市内での
消費活動を促し、
経済活性化へ

 デジタルスタンプラリーなどを通して、エリア来訪者を市内に回遊。
 サイクルスポットなど回遊性向上施策も実施。
 データ分析で検証を繰り返し、持続可能な観光DXを実現。

矢野口エリア
から実施
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